
対 策 の 内 容  コンプレッサーのインバータ化と台数 制御の導入  

A 運用対策 ○B  設備導入等対策 
区 分 番 号  3805 
小 分 類  コンプレッサー 

現 状   工場で 37 kW の吸 込み絞り弁制御のスクリュー式コンプレッサーを 3 台使用 して

いる。空気系 統は一つであり、製 造ライン稼動 中 は 3 台とも起 動している。  

対 策 内 容  
 コンプレッサー3 台のうち 1 台 をインバータ制 御コンプレッサーに更新 するととも

に、台 数 制 御 を導 入 する。インバータ制 御 コンプレッサーは、負 荷 変 動 対 応 運 転

とし、既 存のスクリュー式コンプレッサーは定格運 転を行 うよう制御する。  

計 算 の 前 提

条 件  

①現行及び更新後のコンプレッサーの型式及び容量：下 表のとおり  

②コンプレッサーの部分負荷性 能：下 図のとおり  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③コンプレッサーの稼動状況：平 均負 荷率 60％、稼働 率 70％  
④稼動時 間：5,960 h/年  
⑤電力料 金：17.2 円 /kWh 
⑥排出係 数：0.475 t-CO2/千 kWh 

現行  更新後  
定格  
容量  制御方式  定格空気量  台数  定格  

容量  制御方式  定格空気量  台数

37 kW 吸 込 み絞 り弁  6.2 m3/min 3 
37 kW 吸 込 み絞 り弁  6.2 m3/min 2 
37 kW インバータ 6.2 m3/min 1 

地 球 温 暖 化

対 策 効 果  

〔削減エネルギー量〕  
新たに導入 するインバータ機を「Inv」、既

存 の 2 機 を「S1」、「S2」で表 すと、台 数

制御 後の運転パターンは右 図で示され、

このときの消 費 動 力 は①のように変 化 す

る。一 方 、従 前 のスクリュー式 コンプレッ

サー3 台同時起 動時の消費動 力は②で

示 される。負 荷 率 60% のときの空 気 量

9.9m3/min に対する「Inv」の負荷率は、  
 （9.9－5.5）m3/min／5.5 m3/min＝0.8 
このときの「Inv」の動 力 比 は部 分 負 荷 性

能図から 82％となり、消 費動力は  
 37 kW＋37 kW×0.82＝67.34 kW 
②の場合の消費動力 は、動力 比が部分負 荷性 能図から 88％となるため、  
 37 kW×3×0.88＝97.68 kW 
削減電 力量は、  

  （97.68 kW－67.34 kW）×5,960 h/年＝181 千 kWh/年  
注） 電 動 機 効 率 、インバータ効 率 は考 慮 していない。  

〔削減金 額〕  
 181 千 kWh/年×17.2 円 /kWh＝3,113 千円 /年  

〔削減 CO2 量〕  
 181 千 kWh/年×0.475 t-CO2/千 kWh＝86.0 t-CO2/年  
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